
 
 

アクサダイレクト生命保険株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：斎藤英明）は、2016 年 8 月 12 日、

日本会計基準に基づく 2016 年度（平成 28 年度）第 1 四半期末の業績を発表いたしました。 

収入指標 

新契約件数は前年同期比 85.1％増の 6,703 件、保有契約件数は前年度末比 6.8％増の 77,594 件、 

保険料等収入は前年同期比 25.2％増の 824 百万円となりました。 

収益指標 

経常収益が 848 百万円となる中、経常費用 1,642 百万円 (保険金等支払金 319 百万円、責任準備金等繰入

額 264 百万円、事業費 675 百万円、その他経常費用 381 百万円)、法人税等合計 34 百万円を控除した結果、

四半期純損失は 827 百万円となりました。 

財務基盤 

ソルベンシー・マージン比率は 2,685.8％となっており、十分に高い健全性を確保しております。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
2016年 8月 12日 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

アクサダイレクト生命
2016 年度第 1 四半期（  4 月 1 日～6 月 30 日）の業績を発表  

アクサダイレクト生命について
アクサダイレクト生命は、2008 年 4 月より営業を開始した日本初のインターネット専業生命保険会社で、アクサ生命保険株式会社の
１００％子会社です。アクサ生命、アクサダイレクト生命、アクサ損害保険の 3 社で形成されているアクサ ジャパン グループのダイレクト

ビジネスを担う生命保険会社として、手頃でわかりやすく、お客さまが自信を持って選択できる保険商品を、インターネットを通じて提供して
います。チャネルとデバイスを複合的に活用することでサービスの利便性向上をはかり、お客さまが納得してご契約いただけるよう独自
のオムニチャネルを構築しています。

AXA グループについて 
AXA は世界 64 ヶ国で 16 万 6,000 人の従業員を擁し、1 億 300 万人のお客さまにサービスを提供する、保険および資産運用分野の世

界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づく 2015 年度通期の売上は 990 億ユーロ、アンダーライング･アーニングス（基

本利益）は 56 億ユーロ、2015 年 12 月 31 日時点における運用資産総額は 1 兆 3,630 億ユーロにのぼります。AXA はユーロネクスト・

パリのコンパートメント A に上場しており、AXA の米国預託株式は OTC QX プラットフォームで取引され、ダウ・ジョーンズ・サステナビリ

ティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOOD などの国際的な主要 SRI インデックスの構成銘柄として採用されています。また、国連環境

計画・金融イニシアチブ（UNEP FI）による「持続可能な保険原則」および「責任投資原則」に署名しています。

～本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします～ 

アクサダイレクト生命保険株式会社 セールス＆マーケティング部 広報
TEL：03-5210-1540 FAX：03-5210-1542 

E-mail：communication@axa-direct-life.co.jp

mailto:communication@axa-direct-life.co.jp
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アクサダイレクト生命（代表取締役社長 斎藤 英明）の2016年度第1四半期（4月1日～6月30日）

の業績は添付のとおりです。 
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１．主要業績 
（１）保有契約高及び新契約高 

 
保有契約高 

（単位：千件、億円、％）

件　数 金　額

前年度 前年度

末比 末比

個 人 保 険 72 4,731 77 106.8 4,896 103.5 

個 人 年 金 保 険 - - - - - - 

団 体 保 険 - - - - - - 

団 体 年 金 保 険 - - - - - - 

区　　分

2015年度末
2016年度

第１四半期会計期間末

件　数 金　額

 
 

新契約高 

（単位：千件、億円、％）

件 数

転換による 前年 前年 転換による

純増加 同期比 同期比 純増加

個 人 保 険 3 191 191 - 6 185.1 270 141.3 270 - 

個 人 年 金 保 険 - - - - - - - - - - 

団 体 保 険 - - - - - - - - - - 

団 体 年 金 保 険 - - - - - - - - - - 

区　　分

2015年度 2016年度

金　額

第１四半期累計期間 第１四半期累計期間

金　額 件 数

新契約 新契約
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（２）年換算保険料 
 
保有契約 

（単位：百万円、％）

2016年度

第１四半期 前年度

会計期間末 末比

2,948 3,129 106.2 

- - - 

2,948 3,129 106.2 

うち医療保障・

生前給付保障等

区　　分 2015年度末

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

合 計

1,251 1,359 108.6 

 
 
新契約 

（単位：百万円、％）

2015年度 2016年度

第１四半期 第１四半期 前年

累計期間 累計期間 同期比

147 265 179.7 

- - - 

147 265 179.7 

うち医療保障・

生前給付保障等

区　　分

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

合 計

68 144 210.6 

 
 
（注）１．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、

１年あたりの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間等で除した

金額）。 
２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前

給付保障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするもの

は除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険

料を計上しています。 
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２．資産運用の実績（一般勘定） 
（１）資産の構成 

（単位：百万円、％）

金　額 占　率 金　額 占　率

5,669 51.8 6,515 63.7

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

公 社 債 - - - -

株 式 等 - - - -

- - - -

- - - -

34 0.3 33 0.3

847 7.7 740 7.2

4,399 40.2 2,940 28.7

- - - -

10,949 100.0 10,229 100.0

- - - -

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債

2015年度末
2016年度

第1四半期会計期間末

現 預 金 ・ コ ー ル ロ ー ン

買 現 先 勘 定

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

区　　　分

債 券 貸 借 取 引 支 払 保 証 金

買 入 金 銭 債 権

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

不 動 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

 

 

（２）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

   該当する事項はありません。 

 

（３）金銭の信託の時価情報 

該当する事項はありません。 
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３．四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

2015年度末
要約貸借対照表

(2016年3月31日現在)

2016年度
第1四半期会計期間末
(2016年6月30日現在)

金　　額 金　　額

5,669 6,515

- -

43 41

45 40

73 40

4,271 2,851

2,963 2,592

1,308 258

847 740

- -

10,949 10,229

3,863 4,104

213 189

3,650 3,914

10 11

47 51

407 268

5 1

12 12

389 254

6 6

0 0

- -

4,336 4,444

9,750 9,750

8,590 8,590

8,590 8,590

△ 11,727 △ 12,555

△ 11,727 △ 12,555

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 11,727 △ 12,555

6,612 5,785

- -

- -

6,612 5,785

10,949 10,229

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

現 金 及 び 預 貯 金

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

（ 資 産 の 部 ）

再 保 険 借

再 保 険 貸

保 険 契 約 準 備 金

責 任 準 備 金

資 産 の 部 合 計

保 険 業 法 第 113 条 繰 延 資 産

そ の 他 の 資 産

そ の 他 資 産

無 形 固 定 資 産

有 価 証 券

（ 純 資 産 の 部 ）

未 払 法 人 税 等

　　　　　　　　　　　　　期　　別

　科　　目

そ の 他 の 負 債

資 産 除 去 債 務

支 払 備 金

代 理 店 借

資 本 金

繰 延 税 金 負 債

資 本 剰 余 金

価 格 変 動 準 備 金

負 債 の 部 合 計

有 形 固 定 資 産

そ の 他 負 債

（ 負 債 の 部 ）

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

株 主 資 本 合 計

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計
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４．四半期損益計算書 

（単位：百万円）

2015年度
第1四半期累計期間
2015年4月1日から
2015年6月30日まで

2016年度
第1四半期累計期間
2016年4月1日から
2016年6月30日まで

金　　額 金　　額

659 848

658 824

（ 637 ） （ 783 ）

0 0

（ 0 ） （ 0 ）

0 24

1,359 1,642

179 319

（ 54 ） （ 159 ）

（ 1 ） （ 2 ）

（ 72 ） （ 90 ）

（ 12 ） （ 15 ）

（ 0 ） （ - ）

199 264

36 -

162 264

0 0

（ 0 ） （ 0 ）

598 675

382 381

△ 700 △ 793

- -

- -

- -

△ 700 △ 793

△ 271 △ 72

102 106

△ 168 34

△ 531 △ 827

（ う ち 年 金 ）

そ の 他 経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

四 半 期 純 損 失 ( △ )

そ の 他 経 常 費 用

経 常 損 失 ( △ )

特 別 損 失

法 人 税 及 び 住 民 税

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

法 人 税 等 合 計

法 人 税 等 調 整 額

（ う ち 保 険 料 ）

　　　　　　　　　　　期　　別

　科　　目

経 常 収 益

税 引 前 四 半 期 純 損 失 ( △ )

固 定 資 産 等 処 分 損

（ う ち 支 払 利 息 ）

支 払 備 金 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

資 産 運 用 費 用

事 業 費

資 産 運 用 収 益

（ う ち 解 約 返 戻 金 ）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

経 常 費 用

（うち利息及び配当金等収入）

（ う ち 給 付 金 ）

（ う ち 保 険 金 ）

保 険 金 等 支 払 金

（ う ち そ の 他 返 戻 金 ）
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注記事項  

（四半期貸借対照表関係及び株主資本等変動計算書関係） 

2016年度第1四半期会計期間末 

 

1. 会計上の変更 

法人税法の改正に伴い、「平成 28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い（実

務対応報告第 32 号 平成 28 年 6 月 17 日）を当第 1 四半期会計期間に適用し、平成 28 年 4 月 1 日以

後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果による当第 1四半期累計期間の経常損失及び税引前四半期純損失に変更はございません。 

 

2. 保険業法第 113条繰延資産の額は、2,592 百万円であります。 

なお、保険業法第 113 条繰延資産の償却方法は、定款の規定に基づき償却しております。 

 

3. 株主資本の金額の著しい変動 

（単位：百万円） 

 

 

資本金 

 

資本 

剰余金 

利益 

剰余金 

自己株式 

 

株主資本 

合計 

当期首残高 9,750 8,590 △11,727 － 6,612 

当第 1 四半期会計期間末

までの変動額 
     

新株の発行 － － － － － 

四半期純損失（△）   △827  △827 

当第 1 四半期会計期間末

までの変動額合計 
－ － △827 － △827 

当第 1 四半期会計期間末

残高 
9,750  8,590 △12,555 － 5,785 

 

4. 金額は、記載金額未満を切り捨てて表示しております。 

 

注記事項  

（四半期損益計算書関係） 

2016年度第1四半期累計期間 

 

1. １株当たり四半期純損失は 1,284円 32銭であります。 

 

2. 金額は、記載金額未満を切り捨てて表示しております。 
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５．経常利益等の明細（基礎利益） 

（単位：百万円）

△ 693 △ 781

- -

金銭の信託運用益 - -

売買目的有価証券運用益 - -

有価証券売却益 - -

金融派生商品収益 - -

為替差益 - -

その他キャピタル収益 - -

- -

金銭の信託運用損 - -

売買目的有価証券運用損 - -

有価証券売却損 - -

有価証券評価損 - -

金融派生商品費用 - -

為替差損 - -

その他キャピタル費用 - -

- -

△ 693 △ 781

- -

再保険収入 - -

危険準備金戻入額 - -

個別貸倒引当金戻入額 - -

その他臨時収益 - -

6 11

再保険料 - -

危険準備金繰入額 6 11

個別貸倒引当金繰入額 - -

特定海外債権引当勘定繰入額 - -

貸付金償却 - -

その他臨時費用 - -

△ 6 △ 11

△ 700 △ 793

2016年度
第1四半期累計期間

キャピタル費用

2015年度
第1四半期累計期間

キャピタル損益　　　　　　　    Ｂ

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ

キャピタル収益

臨時損益　　　　　　　　　　    Ｃ

臨時収益

経常利益　　　　　　    Ａ＋Ｂ＋Ｃ

基礎利益　　　　　　　　        Ａ

臨時費用
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６．ソルベンシー・マージン比率 

（単位：百万円）

5,198 4,801

資本金等 3,649 3,192

価格変動準備金 0 0

危険準備金 329 341

一般貸倒引当金 - -

（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）･繰延ヘッジ損益
（税効果控除前））×９０％（マイナスの場合１００％）

- -

土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％） - -

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 1,218 1,266

負債性資本調達手段等 - -

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本
調達手段等のうち、マージンに算入されない額

- -

控除項目 - -

その他 - -

　　　　　　　　　　　　　　　　        　（Ｂ）

保険リスク相当額 263 271

第三分野保険の保険リスク相当額 63 67

予定利率リスク相当額 0 0

最低保証リスク相当額 - -

資産運用リスク相当額 57 66

経営管理リスク相当額 11 12

3,025.4 2,685.8
％ ％

（注）

リスクの合計額
343 357

ソルベンシー・マージン総額　                    （Ａ）

項　　目 2015年度末
2016年度
第1四半期
会計期間末

上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、第１６１条、第１６２条、第１９０条及び平
成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。

ソルベンシー・マージン比率

　　　　　　（Ａ）
　　　（１／２）×（Ｂ）

4
2

732
2

81 )()( RRRRRR +++++

 

７．特別勘定の状況 
該当する事項はありません。 

 

８．保険会社及びその子会社等の状況 
該当する事項はありません。 

 


